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気象観測から予報までの流れ

2

気象庁資料



WMOが国際交換する気象データ
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ECMWF資料



民間気象事業者
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気象業務法

民間気象事業者が気象などの予報業務を行う際には，気象予

報士に現象の予想を行わせることが義務付けられている．

第十七条 気象庁以外の者が気象、地象、津波、高潮、波浪又は洪水の予報の業

務（以下「予報業務」という。）を行おうとする場合は、気象庁長官の許可を受けなけ

ればならない。

気象予報士 ９，５６８人が登録（平成28年4月1日現在）

予報業務の許可事業者 １１６事業者

気象・波浪 ６３事業者

地震動 ５３事業者



気象関連事業の市場規模
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気象庁資料
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【名称】一般財団法人日本気象協会（Japan Weather Association)

【代表】会長 繩野克彦

【所在地】東京都豊島区東池袋３-１-１サンシャイン６０ ５５階

【従業員数】636名、気象予報士278名、技術士132名（2015年7月1日現在）

【事業所】札幌・仙台・名古屋・大阪・福岡に支社、支局

その他全国に支店、事業所、営業所

日本気象協会は、環境・エネルギー、防災ソリューション、メディアコンテンツ事業で、

エネルギーの需給運用の安定化、安全対策、防災対策で社会に貢献しています。

協会に日本気象協会について

日本気日本気日本気象協会日本気象協会

リュ防災ソリュ ション

コメディア・コンシューマ

公益活動公益活動

情報サービス

・エネ環境・エネルギー



Confidential 7

日本気象協会のエネルギー事業のご紹介日本気象協会のエネルギー事業のご紹介日本気象協会のエネルギー事業のご紹介日本気象協会のエネルギー事業のご紹介

太陽エネルギー

・日射量・発電量予測

・アメダス日射量推定

・日射量データベース

・30年経年変動解析

・PV故障診断

・環境アセスメント

風力エネルギー

・風況・発電量予測

・風況シミュレーション

・風況観測・解析

・環境アセスメント

・レーダーによる鳥類調査

海洋エネルギー

・海象観測・解析・予測

・波浪推算データベース

・波浪シミュレーション

・津波シミュレーション

風力エネルギー

・風況・発電量予測

・風況シミュレーション

・環境アセスメント

既存エネルギー

・エネルギー需要予測

・気象・海象情報提供

・ダム管理システム

・降雨流出予測

エネルギーマネジメント

（ HEMS、BEMS）

・気象予測情報提供

太陽エネルギー

・衛星による日射量推定、予測



再生可能エネルギー
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再生可能エネルギーとは、法律（※）で「エネルギー源として永続的に利用することが

できると認められるもの」として、太陽光、風力、水力、地熱、太陽熱、大気中の熱そ
の他の自然界に存する熱、バイオマスが規定されている。
（※）エネルギー供給事業者による非化石エネルギー源の利用及び化石エネルギー原料の有効な利用の促進に関する法律

ネエネルギー種別 備導入容設備導入容量

万ｋｋW

備認定容設備認定容量

万ｋｋW

太陽光（住宅） ８６５ ４６４

太陽光（非住宅） ２，３５８ ７，５２９

風力 ３０１ ２８４

中小水力 ３７ ７８

地熱 １ ８

バイオマス １６５ ３７０

合計 ３，７２６ ８，７３２

平成２８年３月末時点 資源エネルギー庁
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再生可能エネルギー合計発電量

太陽光・風力発電出力の変動



生可能 利生可能 利再生可能エネルギー利用の課題再生可能エネルギー利用の課題
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発現在の発電量が不明

発 が 難明日の発電計画が困難

発現在の発電量が不明

発 が 難明日の発電計画が困難

デ気象データで解決デ気象データで解決
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気象衛星の有効活用

観測値代替

衛星利用

コスト削減

現在の

発電量監視

ひまわり8号 出典:気象庁HP



SOLASAT 8⾼頻度・⾼解像度な推定⽇射量サービスの実現

5バンド

観測

1000m
解像度

30分
更新
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� ひまわり7号の後継衛星として2015年7月運用開始

気象衛星ひまわり8号のデータ活用へ
平成26年（2014年） 平成27年（2015年） 平成28年（2016年）

ひまわり7号

ひまわり8号

7月7日11時00分
打ち上げ

2.5分
更新

500m
解像度

16バンド

観測

従来のSOLASAT-Nowよりも短い時間変動、

細かい空間スケールの⽇射量の変動を捉えることが可能に

12倍 4倍 約3倍
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衛星データによる⽇射量の推定技術

▶ 気象衛星観測を⽤いた⽇射量推定フロー

⽇射量実測値

パラメータ

衛星 過去画像

衛星推定⽇射量

衛星による観測

統計処理反射率太陽⾼度の影響

地表面の影響

� 現在の⽇射量を推定するSOLASAT 8-Now

⽇射量推定モデル
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SOLASAT-Now

関東付近の衛星推定⽇射量

SOLASAT 8-Now

30分更新

1000m解像度

2.5分更新

500m解像度



SOLASAT 8-Now ⽇射量時系列
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5分値
（東京）

30分平均
（東京）

―：観測値 ―

―：観測値 ―：推定値
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合算予測精度（合算予測精度（合算予測精度（合算予測精度（16161616時発表分の時発表分の時発表分の時発表分の24242424時間先まで）時間先まで）時間先まで）時間先まで）

2013年9月

2013年10月

2013年11月

太陽光・風力合算発電量予測の精度



RESTEC××××日本気象協会「天候急変情報配信サービス」日本気象協会「天候急変情報配信サービス」日本気象協会「天候急変情報配信サービス」日本気象協会「天候急変情報配信サービス」
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急発達する危険な雲を急発達する危険な雲を急発達する危険な雲を急発達する危険な雲を

気象衛星ひまわり８号気象衛星ひまわり８号気象衛星ひまわり８号気象衛星ひまわり８号
で検知で検知で検知で検知

積雲急発達域（積雲急発達域（積雲急発達域（積雲急発達域（赤赤赤赤～～～～黄黄黄黄）と）と）と）と

発雷位置（発雷位置（発雷位置（発雷位置（＋＋＋＋印）印）印）印）



気象ビジネスにおけるＤＩＡＳ利用の課題

�民間気象ビジネス市場の健全な発展への貢献

�気象関連事業の市場規模は，ここ20年余り，約300億

で頭打ち

�気象予報士活躍の場，学生の就職先の拡大

�民間の収益拡大が気象観測・データ利用の拡大につ
ながる

�多様なデータのワンストップ利用環境の実現

�データ所有機関のデータポリシーの違いを吸収

�利用申請の一括化
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